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自民圧勝・不況インフレ下悪政が続く
参院選結果から見えるもの

投
票
日
、
二
日
前
の
安
部
晋
三
元

首
相
の
暗
殺
事
件
、
誰
も
が
不
吉
な

予
感
を
抱
え
選
挙
に
臨
ん
だ
。
自
民

党
に
同
情
票
が
流
れ
る
結
果
が
目
に

見
え
て
い
た
。
捜
査
が
進
む
に
つ
れ

犯
人
の
暗
殺
の
動
機
が
「
言
論
圧
殺

の
政
治
テ
ロ
」
で
は
な
く
、
霊
感
商

法
で
悪
名
を
馳
せ
た
統
一
教
会
が
ら

み
の
恨
み
の
一
件
で
あ
っ
た
。

あ
る
意
味
、
不
幸
に
し
て
安
部
元

首
相
は
通
り
魔
に
あ
っ
た
よ
う
に
絶

命
し
た
。
同
情
票
は
北
海
道
、
新
潟

等
で
の
自
民
票
上
乗
せ
結
果
に
影
響

し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

今
回
の
選
挙
の
特
徴
は
、
急
激
な

円
安
・
イ
ン
フ
レ
の
中
で
、
本
来
な

ら
政
治
へ
の
不
満
が
高
揚
し
政
権
党

惨
敗
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
日
本

で
は
不
思
議
な
こ
と
に
マ
ス
コ
ミ
の

予
想
通
り
自
民
が
圧
勝
し
た
こ
と
に

あ
る
。
国
民
は
益
々
ム
シ
リ
取
ら
れ

る
と
い
う
の
に
、
ま
る
で
霊
感
商
法

の
手
に
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
、
野
党
側
は
野
党
共
闘

体
制
で
巨
大
与
党
に
対
抗
す
る
し
か

勝
ち
目
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

全
国
的
に
も
そ
の
調
整
が
昨
年
末
頃

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
労

働
組
合
連
合
代
表
の
芳
野
友
子
が
割
っ

て
入
り
、
「
共
産
党
と
は
共
闘
し
な

い
」
と
主
張
。
連
合
頼
み
の
「
立
憲
」

「
国
民
」
は
芳
野
友
子
連
合
会
長
の

主
張
に
従
い
、
腰
砕
け
、
「
野
党
共

闘
体
制
」
は
雲
散
霧
消
し
た
。
野
党

大
敗
の
主
た
る
要
因
は
連
合
会
長
芳

野
友
子
、
立
憲
党
首
泉
健
太
、
国
民

党
首
玉
木
雄
一
郎
に
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

全
国
32
の
1
人
区
で
接
戦
区
は
岩

手
、
秋
田
、
新
潟
、
福
井
、
山
梨
、

長
野
、
宮
崎
の
7
選
挙
区
だ
っ
た
が
、

野
党
が
勝
利
し
た
の
は
長
野
の
立
憲

杉
尾
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
他
の
1
人

区
で
勝
っ
た
の
は
青
森
で
立
憲
、
山

形
で
国
民
、
沖
縄
で
無
所
属
の
3
議

席
だ
け
、
野
党
の
勝
敗
は
4
勝
28
敗

に
終
わ
っ
た
。
惨
た
ん
た
る
結
果
だ
。

新
潟
の
立
憲
・
森
ゆ
う
子
は
当
初
、

優
勢
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
が
直
前

で
逆
転
さ
れ
た
。
北
海
道
は
3
人
区

で
自
民
2
議
席
、
立
憲
1
議
席
に
終

わ
っ
た
が
、
元
々
野
党
が
強
い
地
盤

で
、
野
党
共
闘
が
成
立
し
て
お
れ
ば

立
憲
2
議
席
取
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
。

一
方
、
驚
い
た
の
は
結
党
2
年
足

ら
ず
で
、
比
例
で
1
議
席
獲
得
し
、

得
票
数
2
%
以
上
の
政
党
要
件
を
ク

リ
ア
し
た
参
政
党
で
あ
る
。
街
宣
で

は
人
だ
か
り
の
山
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
主
張
は
極
右
政
党
そ
の
も
の

だ
が
、
変
種
の
色
合
い
も
織
り
交
ぜ

て
い
る
。
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
家

観
、
自
虐
史
観
か
ら
の
脱
却
、
軍
事

力
増
強
、
食
と
健
康
、
教
育
改
革
、

環
境
保
全
等
を
訴
え
、
若
い
世
代
に

急
速
に
広
が
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
社
民
党
の

急
浮
上
だ
。
「
が
ん
こ
に
平
和
、
く

ら
し
が
一
番
」
と
訴
え
な
が
ら
も
、

議
席
消
失
が
噂
さ
れ
て
い
た
党
首
の

福
島
瑞
穂
が
見
事
当
選
し
た
。
し
か

も
2
・
37
%
の
得
票
で
政
党
要
件
を

確
保
し
、
社
民
党
復
活
の
芽
を
の
ぞ

か
せ
た
。

静
岡
選
挙
区
で
は
自
民
・
若
林
洋

平
6
2
2
，
1
4
1
、
無
所
属
・
平
山

佐
知
子
4
4
6
、
1
8
5
、
無
所
属
・

山
崎
新
之
助
2
5
0
、
3
9
1
、
共
産
・

鈴
木
ち
か
1
3
7
、
8
3
5
の
4
人
が

主
要
な
争
い
で
あ
っ
た
。

若
林
は

去
年
の
補
選
で
は
国
民
の
山
崎
に
敗

れ
た
も
の
の
予
想
通
り
62
万
を
超
え

る
得
票
。
敗
れ
た
山
崎
は
昨
年
の
参

▼
大
き
な
選
挙
と
い
え
ば

必
ず
選
挙
違
反
が
あ
り
、

選
挙
終
了
後
に
摘
発
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
さ
れ
る
。
供
応
、

買
収
が
多
い
。
お
金
を
貰
っ

た
か
ら
頼
ま
れ
た
候
補
に
投
票
す

る
と
い
う
有
権
者
が
多
い
か
ら
、

買
収
や
供
応
の
違
反
が
な
く
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
。
▼
県
東
部
で
も

四
半
世
紀
前
に
大
掛
か
り
な
買
収

事
件
が
あ
っ
た
。
1
9
9
6
年
10

月
の
総
選
挙
で
、
7
区
（
現
5
区
）

の
無
所
属
候
補
の
後
援
会
の
幹
部

が
買
収
で
有
罪
と
な
り
、
改
正
公

職
選
挙
法
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
連

座
制
に
よ
り
、
同
候
補
は
5
年
間

は
同
選
挙
区
か
ら
の
衆
議
院
議
員

の
立
候
補
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

▼
と
こ
ろ
が
、
彼
は
2
年
後
に
市

長
選
に
立
候
補
し
た
。
立
候
補
は

公
職
選
挙
法
の
趣
旨
に
反
す
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
の
多
く
の
批
判

が
あ
っ
た
が
、
対
立
候
補
を
押
さ

え
て
当
選
し
、
そ
の
後
、
3
期
も

市
長
の
座
に
い
た
の
で
あ
る
。
有

権
者
は
彼
の
選
挙
違
反
の
事
実
を

ど
う
考
え
て
彼
に
投
票
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
彼
の
金
銭
感
覚
に
は
庶

民
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。
も
う
少
し
お

灸
を
据
え
る
時
間
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
▼
さ
ら
に
遡

る
事
半
世
紀
以
上
前
の
1
9
5
2

年
5
月
6
日
行
わ
れ
た
参
議
院
議

員
静
岡
の
補
欠
選
挙
で
、
富
士
郡

の
あ
る
村
で
大
掛
か
り
な
替
玉
投

票
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
事
を
あ
る

高
校
生
が
新
聞
社
へ
投
書
し
、
そ

れ
が
切
っ
掛
け
で
事
件
が
発
覚
し

た
。
村
の
有
力
者
が
投
票
率
を
上

げ
る
た
め
入
場
券
を
集
め
、
顔
見

知
り
に
渡
し
、
そ
の
際
に
特
定
候

補
へ
投
票
を
依
頼
し
て
い
た
。

▼
投
票
管
理
者
も
暗
黙
の
了
解
を

し
て
い
て
、
大
掛
か
り
な
選
挙
違

反
事
件
と
し
て
村
民
の
多
く
が
事

情
聴
取
さ
れ
、
逮
捕
者
も
出
た
。

そ
の
後
、
投
書
し
た
生
徒
の
家
族

は
村
の
和
を
乱
し
た
と
し
て
、
挨

拶
も
無
視
さ
れ
、
農
作
業
の
手
伝

い
も
し
て
貰
え
な
く
な
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
村
八
分
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
村
八
分
事
件
は
人
権

侵
害
問
題
と
し
て
全
国
に
報
道
さ

れ
、
生
徒
の
通
っ
て
い
た
高
校
の

生
徒
会
、
教
職
員
組
合
が
救
援
活

動
を
始
め
た
。
▼
全
国
の
話
題
に

な
っ
て
い
く
中
で
、
さ
す
が
に
、

村
八
分
は
緩
和
さ
れ
、
投
書
者
家

族
と
村
人
達
と
の
交
流
は
徐
々
に

回
復
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
村
ぐ

る
み
の
選
挙
違
反
事
件
と
し
て
、

社
会
問
題
に
も
な
り
、
翌
年
1
9

5
3
年
、
事
件
の
顛
末
が
「
村
八

分
」
の
題
名
で
映
画
化
さ
れ
て
い

る
。
今
日
の
選
挙
で
は
考
え
ら
れ

な
い
違
反
事
件
だ
が
、
期
日
前
投

票
の
ず
さ
ん
な
管
理
状
況
を
見
て

い
る
と
不
安
に
な
る
。

〈
啓
〉

参
院
選
終
盤
8
日
に
起
き
た
安
倍

元
首
相
銃
撃
事
件
は
今
も
社
会
の

深
部
に
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
そ

ん
な
こ
と
お
構
い
な
し
に
、
岸
田

政
権
は
今
秋
、
武
道
館
で
安
倍
の

国
葬
を
行
い
、
停
滞
す
る
日
本
の

疑
似
成
長
を
ご
ま
か
し
、
自
民
長

期
政
権
の
安
寧
を
印
象
付
け
よ
う

と
し
て
い
る
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
は

安
倍
批
判
を
封
じ
、
涙
を
流
す
長

蛇
の
葬
儀
参
列
者
を
繰
り
返
し
報

じ
た
。
だ
が
、
滅
多
に
コ
メ
ン
ト

出
さ
ぬ
反
原
発
の
小
出
裕
章
氏
が

翌
日
に
「
も
っ
と
も
嫌
い
な
人
だ
。

弱
い
人
に
は
居
丈
高
に
な
り
、
強

い
人
に
は
卑
屈
な
り
、
息
を
す
る

よ
う
に
嘘
を
つ
き
、
た
だ
た
だ
カ

ネ
儲
け
、
戦
争
の
で
き
る
国
に
し

よ
う
と
し
た
」
と
。
コ
メ
ン
ト
は

ネ
ッ
ト
に
拡
散
続
け
、
多
く
の
共

感
を
得
て
い
る
。

銃
撃
犯
が
統
一
教
会
の
信
者
の
母

の
献
金
で
家
が
破
産
し
た
こ
と
の

恨
み
と
の
供
述
が
漏
れ
る
に
つ
れ

て
30
年
前
騒
が
れ
た
統
一
教
会
の

霊
感
商
法
の
話
が
報
道
に
上
っ
て

来
た
。

12
日
に
霊
感
商
法
対
策
弁
護
団

が
共
同
記
者
会
見
を
開
い
た
。
あ

の
頃
よ
り
下
火
に
な
っ
て
き
た
と

思
い
き
や
、
弁
護
団
の
調
査
に
よ

る
と
、
自
民
84
人
の
国
会
議
員
が

統
一
教
会
シ
ン
パ
と
み
ら
れ
、
そ

の
数
は
日
本
会
議
に
匹
敵
す
る
。

送
り
込
ん
だ
公
設
、
私
設
秘
書
も

1
0
0
人
に
及
ぶ
と
。

「
旧
統
一
教
会
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
な
い
で
下
さ
い
」
と
安
倍

元
首
相
に
送
っ
た
要
請
文
を
安
倍

の
国
会
事
務
所
は
受
け
取
り
を
拒

否
し
た
。
「
安
倍
政
権
に
な
っ
て

か
ら
若
手
の
政
治
家
た
ち
が
統
一

教
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

平
気
で
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
政
治
家
が
安
倍
政
権
の
中
で

は
大
臣
と
か
副
大
臣
と
か
政
務
官

に
登
用
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ

て
き
た
。
「
統
一
教
会
と
仲
良
く

し
て
い
た
方
が
早
く
出
世
で
き
る

と
い
う
認
識
が
浸
透
し
始
め
た
」

と
。そ

も
そ
も
彼
ら
は
70
年
前
、
自

民
創
設
期
に
米
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
仲
立
ち

で
岸
信
介
と
教
組
・
文
鮮
明
が
会

い
（
2
人
は
満
州
国
で
上
司
と
部

下
と
の
話
も
）
、
笹
川
良
一
、
児

玉
誉
士
夫
ら
右
翼
巨
頭
ら
と
勝
共

連
合
結
成
。
以
来
、
安
倍
晋
太
郎
、

安
倍
晋
三
と
3
代
に
渡
っ
て
腐
れ

縁
を
結
ん
で
来
た
。
安
倍
が
教
会

の
イ
ベ
ン
ト
に
繰
り
返
し
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
、
講
演
を
す
る
の
も
無

理
か
ら
ぬ
話
。

本
国
韓
国
で
は
「
ア
ダ
ム
の
国
・

韓
国
に
イ
ブ
の
国
・
日
本
は
サ
タ

ン
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
貢
ぐ
（
献

金
す
る
）
し
か
救
い
が
な
い
。
天

皇
は
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
・
文
鮮
明

の
前
に
拝
跪
さ
せ
ら
れ
る
」
と
ネ

ト
ウ
ヨ
が
狂
い
死
に
し
そ
う
な
教

義
を
隠
し
て
布
教
し
て
来
た
。

無
論
、
欧
米
で
は
カ
ル
ト
教
団

と
見
な
さ
れ
（
フ
ラ
ン
ス
で
は
創

価
学
会
も
カ
ル
ト
認
定
）
日
本
で

い
う
宗
教
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
現
在
、
3
0
0
以
上

あ
る
と
い
わ
れ
る
新
興
宗
教
の
宗

教
法
人
は
ほ
と
ん
ど
が
自
民
長
期

政
権
下
で
自
民
の
票
田
と
引
き
換

え
に
認
定
さ
れ
て
来
た
も
の
と
い

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
オ
ウ
ム
真
理

教
は
石
原
慎
太
郎
都
知
事
の
時
、

慎
太
郎
の
四
男
が
信
者
の
関
係
で

認
可
さ
れ
た
と
い
う
噂
が
あ
る
。

彼
ら
の
暗
部
は
も
っ
と
あ
る
。

35
年
前
、
朝
日
阪
神
支
局
を
散
弾

銃
で
襲
い
記
者
2
人
を
殺
傷
し
た

赤
報
隊
事
件
の
犯
人
は
統
一
教
会

の
関
係
者
、
否
、
教
会
の
軍
事
組

織
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
る
。

傍
証
は
教
会
信
者
が
経
営
す
る

銃
砲
店
が
多
数
あ
る
こ
と
。
自
衛

隊
に
複
数
の
教
団
信
者
が
あ
り
、

辞
め
て
海
外
の
紛
争
地
で
戦
闘
に

参
加
し
て
帰
国
し
て
い
る
こ
と
。

米
国
の
統
一
教
会
の
分
派
に
銃
器

信
奉
す
る
集
団
が
あ
り
、
銃
の
教

会
と
呼
ば
れ
、
自
動
小
銃
A-

15
を

掲
げ
て
合
同
結
婚
式
挙
げ
て
い
る

画
像
が
配
信
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ

ン
プ
派
の
米
議
会
襲
撃
事
件
に
も

関
与
し
て
い
る
と
い
う
噂
も
あ
り
、

安
倍
銃
撃
犯
が
そ
の
分
派
の
信
者

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な

カ
ル
ト
臭
フ
ン
プ
ン
の
宗
教
団
体

ま
で
抱
え
る
自
民
を
参
院
選
で
勝

た
せ
る
国
民
の
民
度
、
愚
か
さ
に

は
失
望
を
禁
じ
得
な
い
。
「
心
は

左
派
、
財
布
は
右
派
」
と
皮
肉
ら

れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
。
政
権
が

行
き
過
ぎ
る
と
選
挙
で
左
右
い
ず

れ
か
を
叩
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

感
覚
。
い
わ
ば
「
お
灸
す
え
る
」

投
票
行
動
ぐ
ら
い
、
日
本
で
も
で

き
な
い
か
。

〈
金
原
〉

参
院
選
結
果
は
予
想
通
り
自
民
圧
勝
と
な
っ
た
。
状
況
が
悪
す
ぎ
た
と

言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
二
月
末
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
軍
の
突
然
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
、
不
安
な
時
代
で
は
大
衆
心
理
は
政
権
党
に
な
び
く
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
加
え
て
野
党
共
闘
の
不
成
立
、
野
党
が
ば
ら
ば
ら
で
は
勝
て

な
い
と
あ
れ
ほ
ど
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を
踏
み
に
じ
っ
た
野
党
間

の
不
協
和
音
。
立
憲
、
国
民
、
連
合
幹
部
の
責
任
は
大
き
い
。
自
公
政
権

下
で
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
国
民
は
ま
た
裏
切
ら
れ
た
思
い
だ
。

院
補
選
で
は
6
5
0
、
7
8
9
票
を
獲

得
し
た
が
、
今
回
は
女
性
問
題
や
昨

年
の
補
選
で
は
無
所
属
で
出
た
も
の

の
、
勝
利
後
い
ち
早
く
国
民
民
主
党

に
移
籍
し
、
推
薦
し
て
い
た
立
憲
が

反
発
し
て
今
回
は
自
主
投
票
に
回
っ

た
こ
と
な
ど
で
、
大
き
く
票
を
減
ら

し
た
。
一
方
、
共
産
の
鈴
木
ち
か
は

昨
年
の
補
選
で
は
1
1
6
、
5
5
4
票

で
あ
っ
た
が
今
回
は
2
万
票
以
上
伸

ば
し
た
。

平
山
佐
知
子
は
前
回
の
16
年
は
、

細
野
豪
志
の
推
挙
に
よ
り
民
進
党
か

ら
出
馬
し
6
9
1
、
6
8
7
票
を
獲
得

初
当
選
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
細

野
の
自
民
党
入
り
に
併
せ
て
か
？
無

所
属
に
転
身
、
国
会
で
の
予
算
案
に

賛
成
し
た
り
、
首
相
首
班
指
名
で
は

岸
田
自
民
党
首
に
投
票
す
る
な
ど
、

政
権
与
党
に
す
り
寄
る
姿
勢
が
顕
著

で
あ
っ
た
事
か
ら
「
当
選
す
れ
ば
細

野
同
様
、
自
民
党
入
り
か
？
と
の
噂

は
絶
え
な
い
」
支
援
組
織
も
表
向
き

連
合
は
離
れ
、
細
野
支
持
基
盤
や
創

価
学
会
、
維
新
、
企
業
等
の
応
援
を

集
め
た
よ
う
で
あ
る
。

岸
田
政
権
は
衆
参
と
も
3
分
の
2

以
上
の
勢
力
を
手
中
に
し
、
憲
法
改

正
、
軍
備
拡
張
、
増
税
政
策
を
一
層

推
し
進
め
る
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
て

い
る
。
日
本
自
滅
の
道
か
？

〈
考
〉

加
茂
団
地
北
側
に
あ
る
三
島
市
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
84
年
頃
、

約
9
万
㎥
の
容
積
で
稼
働
し
た
。
底

部
は
粘
土
層
を
敷
き
詰
め
た
だ
け
の

構
造
で
、
市
は
、
当
時
は
遮
水
シ
ー

ト
の
法
規
制
は
無
い
と
し
て
い
た
が
、

実
際
は
77
年
か
ら
規
制
さ
れ
て
い
て
、

今
も
違
法
状
態
が
続
い
て
い
る
。
廃

棄
物
は
家
電
製
品
や
家
庭
の
ガ
ラ
ク

タ
類
等
も
埋
め
ら
れ
て
る
と
い
う
。

そ
の
後
、
県
へ
無
届
で
拡
張
工
事

が
あ
り
、
90
年
12
月
に
沼
津
保
険
所

の
立
入
検
査
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

約
2
倍
の
18
万
㎥
近
く

に
拡
張
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
た
。
県
は

掘
り
返
し
て
で
も
遮
水

シ
ー
ト
を
敷
く

べ
き
と
し
た
が
、

三
島
市
は
拡
張

部
分
に
つ
い
て

東
側
と
西
側
の

擁
壁
部
分
だ
け

に
、
汚
水
の
地

下
浸
透
を
防
ぐ

遮
水
シ
ー
ト
を

敷
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
底
部

は
遮
水
シ
ー
ト
の
無
い

ま
ま
で
、
最
終
処
分
場

が
満
杯
に
な
り
03
年
に

閉
鎖
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
08
年
頃
、

大
外
環
状
線
建
設
時
、

第
一
処
分
場
付
近
を
掘
り
返
し
た
と

こ
ろ
、
基
準
を
超
え
る
猛
毒
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
検
出
さ
れ
た
。
第
一
処

分
場
の
原
水
を
国
交
省
と
三
島
市
で

調
べ
た
と
こ
ろ
環
境
基
準
の
30
倍
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
と

い
う
。
加
茂
団
地
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
問
題
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

三
島
市
は
慌
て
て
、
出
て
き
た
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
埋
立
ご
み
は
除

染
後
、
市
外
の
別
の
最
終
処
分
場
に

移
し
た
と
の
こ
と
だ
。
し
か
し
汚
染

土
を
除
去
し
た
の
は
第
一
処
分
場
の

ご
く
一
部
だ
け
で
、
多
く
は
未
だ
に

基
準
値
を
上
回
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

含
ん
だ
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。

数
年
前
か
ら
、
第
一
処
分
場
周
辺

や
加
茂
団
地
内
の
側
溝
付
近
で
「
赤

い
水
」
の
漏
出
が
発
見
さ
れ
た
。
町

内
会
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
他
の
山
間

部
か
ら
流
れ
出
た
も
の
で
は
な
く
、

第
一
処
分
場
か
ら
滲
み
出
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
た
。
埋
め
捨
て
ら
れ
た

家
電
製
品
や
ガ
ラ
ク
タ
類
の
鉄
部
分

が
腐
食
し
赤
い
水
と
な
っ
て
流
れ
出

た
も
の
と
考
え
ら
る
。

一
昨
年
末
に
加
茂
町
内
会
は
、
第

一
処
分
場
に
遮
水
シ
ー
ト
の
無
い
こ

と
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
処
分
場
外
に

漏
れ
出
て
い
る
事
な
ど
に
つ
い
て
市

当
局
に
問
い
質
し
た
。
と
こ
ろ
が

「
第
一
埋
め
立
て

地
は
建
設
当
時
、

遮
水
シ
ー
ト
の
義

務
付
け
は
無
か
っ

た
」
更
に
は
「
毎

月
観
測
井
戸
で
の

監
視
を
行
い
基
準

値
以
下
な
の
で
問

題
な
い
」
と
の
嘘

回
答
で
逃
げ
て
い

る
。

市
会
議
員
や
細
野
代
議
士
等
に
尋

ね
て
も
放
流
水
は
「
環
境
基
準
値
以

下
だ
か
ら
問
題
な
い
」
と
の
対
応
で

あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
ず
さ
ん
な
測
定
で
、
三

島
市
が
行
っ
た
水
質
検
査
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
検
査
の
無
資
格
者
で
あ
っ

た
為
、
二
転
三
転
し
て
正
規
の
専
門

業
者
に
委
託
し
た
。

結
果
は
い
ず
れ
も
「
基
準
値
以
下

で
問
題
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
不
明
な
点
が
多
々
あ
り
、
今

年
4
月
、
県
に
問
い
合
わ
せ
し
た
。

回
答
は
未
だ
な
い
が
、
漏
水
に
よ

る
地
下
水
汚
染
が
あ
る
場
合
は
基
準

値
は
関
係
な
く
、
法
的
に
適
切
な
対

策
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
三
島

市
は
放
置
し
た
ま
ま
で
、
重
大
な
法

律
違
反
の
疑
い
が
浮
上
し
て
き
た
。

〈
投
稿

竹
田
〉
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の
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